
二
〇
〇
四
年
度
卒
業
生
父
母
の
会

総
会
が
六
月
二
十
六
日
（
土
）
食
堂
棟

三
階
に
お
い
て
午
後
三
時
四
十
五
分

か
ら
開
催
さ
れ
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
鷲
見
会
長
、
西

岡
副
学
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
議
事
に
入
り
、
以
下
の
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
度
事
業
報
告

１
　
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１

総
会
、
委
員
会
、
懇
親
会
の

開
催

２

見
学
並
び
に
懇
親
会
へ
の

参
加
（
教
育
後
援
会
主
催
）

二
〇
〇
三
年
十
月
二
十
八
日（
火
）

京
都
方
面
で
の
見
学
会
並
び
に

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
の
懇

親
会

３

美
術
館
の
絵
画
鑑
賞
会
の
開
催

二
〇
〇
四
年
三
月
十
八
日
（
木
）

大
塚
国
際
美
術
館
で
の
鑑
賞
会

並
び
に
鳴
門
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
の
懇
親
会

４

卒
業
生
父
母
の
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成

２

学
院
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
活

動
事
業

１

記
念
活
動
事
業
の
た
め
の
積
立

３

大
学
へ
の
助
成
事
業

１

大
学
施
設
設
備
充
実
資
金
助

成
の
た
め
の
積
立

二
〇
〇
三
年
度
収
支
決
算
報
告
及

び
会
計
監
査
報
告

続
い
て
二
〇
〇
四
年
度
役
員
案

が
拍
手
で
も
っ
て
全
員
承
認
さ
れ

（
四
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、
鷲
見
新
会

長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

二
〇
〇
四
年
度
事
業
計
画
案

二
〇
〇
四
年
度
収
支
予
算
案

総
会
終
了
後
、
講
演
会
講
師
の
程

一
彦
氏
を
は
じ
め
、
大
学
関
係
者
、

教
育
後
援
会
会
員
、
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、

盛
大
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
卒

業
生
父
母
の
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
鷲

見
で
ご
ざ
い
ま
す
。

追
手
門
学
院
は
二
〇
〇
八
年
に
創

立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
そ

れ
に
向
け「
躍
進
す
る
追
手
門
学
院
」

を
合
言
葉
に
、
今
も
様
々
な
事
業
計

画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
卒
業

生
父
母
の
会
に
於
き
ま
し
て
も
、
昨

年
度
は
会
則
改
正
や
役
員
改
選
な
ど

が
行
わ
れ
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
会

を
目
指
し
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
開
設
、
緞
帳
の
寄
贈
・
・
・

等
。
そ
し
て
再
発
足
記
念
と
し
て
催

さ
れ
ま
し
た
大
塚
国
際
美
術
館
へ
の

見
学
会
で
は
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
四
十
数
名
の
皆
様
と
親
睦
を
深

め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
六
月
二
十
六
日
に
総
会

を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
の
前
に
は
、
本
校

中
学
校
の
卒
業
生
で
、
料
理
研
究
家

と
し
て
ご
活
躍
中
の
程
一
彦
先
生
を

お
招
き
し
、「
知
っ
て
得
す
る
食
べ

物
の
話
・
・
・
十
年
長
生
き
す
る
食

事
学
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
年
令
に

あ
っ
た
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
様
々
な

質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、
大
木
理
事

長
、
後
藤
学
長
を
は
じ
め
大
学
関
係

の
方
々
に
も
多
数
ご
出
席
賜
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
十
月
に
は
恒
例
の
教
育
後
援

会
主
催
の
見
学
会
へ
の
参
加
。
そ

し
て
来
年
一
月
中
旬
に
は
、
松
竹

座
で
「
初
春
大
歌
舞
伎
」
の
鑑
賞

会
も
行
い
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
共

に
、「
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
一

員
と
し
て
、
教
育
後
援
会
、
校
友
会

そ
し
て
教
職
員
の
方
々
と
も
親
交
を

深
め
、
一
致
協
力
し
て
追
手
門
学
院

大
学
の
発
展
に
多
少
な
り
と
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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卒
業
生
父
母
の
会
主
催
行
事
と

し
て
、
見
学
並
び
に
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
、
卒
業
生

父
母
の
会
会
員
三
十
七
名
、
教
育

後
援
会
役
員
二
名
、
大
学
関
係
者

四
名
の
計
四
十
三
名
で
あ
っ
た
。

今
回
の
見
学
先
は
、
陶
板
で
再
現
さ

れ
た
数
々
の
世
界
の
名
画
が
鑑
賞
で
き

る
大
塚
国
際
美
術
館
。
二
〇
〇
二
年

秋
に
教
育
後
援
会
の
見
学
並
び
に
懇

親
会
で
一
度
訪
れ
た
が
、
見
学
時
間

が
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
の
再
訪
問
と
な
っ
た
。

午
前
九
時
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
は
あ
っ
た
が
、
胸
永
事
務
局
長
の

見
送
り
を
受
け
、
バ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
茨

木
駅
を
出
発
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
さ
ん
の
見
事

な
説
明
に
聞
き
惚
れ
て
い
る
間
に
、

バ
ス
は
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り
、

早
く
も
淡
路
島
に
到
着
。
こ
の
頃

に
は
、
ほ
と
ん
ど
雨
も
あ
が
り
、
休

憩
の
後
、
眼
下
に
渦
潮
を
見
な
が
ら

大
鳴
門
橋
を
越
え
、
一
路
、
徳
島
県

鳴
門
へ
。

予
定
よ
り
早
く
昼
食
場
所
で
あ
る

鳴
門
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、

岡
崎
副
会
長
の
司
会
で
、
懇
親
会
が

始
ま
っ
た
。
鷲
見
会
長
の
挨
拶
、
続

い
て
後
藤
学
長
の
挨
拶
と
続
き
、
羽

田
理
事
の
乾
杯
で
会
食
と
な
っ
た
。

郷
土
料
理
の
鯛
の
宝
楽
焼
を
は
じ

め
、
次
々
と
出
さ
れ
る
鯛
の
フ
ル

コ
ー
ス
を
味
わ
い
な
が
ら
、
短
い
時

間
で
は
あ
っ
た
が
、
会
話
も
弾
み
懇

親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

あ
る
。

午
後
か
ら
は
、
心
待
ち
に
し
て
い

た
大
塚
国
際
美
術
館
へ
。
正
面
玄
関

前
で
、
ま
ず
全
員
で
記
念
撮
影
を
し

て
か
ら
、
い
よ
い
よ
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
館
内
へ
。
約
一
時
間
、
平
田

学
芸
室
長
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
展

示
品
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
は
、
各
自

が
自
由
に
館
内
を
見
て
回
っ
た
。
約

四
時
間
を
か
け
て
の
見
学
で
あ
っ
た

が
、
す
べ
て
の
展
示
を
見
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

午
後
四
時
三
十
分
、
美
術
館
を
後

に
、
バ
ス
は
、
茨
木
へ
向
け
て
帰
路

に
つ
い
た
。

今
日
は
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
卒
業
生
父
母
の

会
の
記
念
す
べ
き
第
一
回

の
見
学
・
懇
親
会
（
大
塚

国
際
美
術
館
見
学
）
で
す

が
、
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が

シ
ト
シ
ト
降
り
続
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
石
大
橋
を
渡
る
少
し
手

前
あ
た
り
か
ら
雨
も
あ
が
り
、
橋
の

上
か
ら
鳴
門
名
物
の
渦
潮
も
は
っ
き

り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
鳴
門
橋
を
渡
る
と
、
す
ぐ
に
懇

親
会
場
の
鳴
門
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
懇
親
会
で
は
、

新
鮮
な
鯛
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
品
数
が
多
く
食
べ
き

れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
会
員
、
教
職

員
、
役
員
、
皆
で
楽
し
い
お
話
を
し

な
が
ら
互
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

大
塚
国
際
美
術
館
で
は
、
教
育
後

援
会
の
見
学
会
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
学
芸
室
長
の
平
田
先
生
が
、
美

術
解
説
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
解
説
は
、
美
術
の
知
識

に
乏
し
い
私
達
に
も
楽
し
く
、
分
か

り
や
す
く
、興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

私
個
人
と
し
て
は
、
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
て
い
た
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
の
「
最
後
の
晩
餐
」
の
修

復
前
後
の
比
較
鑑
賞
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
先
生
は
、
こ
の
解
説

に
も
心
よ
く
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
私

は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
比
較
鑑
賞
が
で
き
る

の
は
、
こ
こ
大
塚
国
際
美
術
館
だ
け

な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
ラ
ツ
ィ

エ
修
道
院
に
は
、
修
復
前
の
絵
は
も

う
な
い
の
で
す
か
ら
。
ま
だ
鑑
賞
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
会
員
の
皆
様
に

は
、ぜ
ひ
ご
鑑
賞
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
後
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
、

卒
業
生
父
母
の
会
の
総
会
や
懇
親
会

を
通
し
て
互
い
に
親
交
を
深
め
ら

れ
、
追
手
門
学
院
大
学
の
更
な
る
発

展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
生

父
母
の
会
に
対
し
て
、
ご
要
望
や
ご

意
見
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど

し
ど
し
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

役
員
一
同
、
卒
業
生
父
母
の
会
の

発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

に 懇 親 会 
見 学 並 

び 
西 
洋 

の 

に触れる旅 術 芸 

2003年度 

～大塚国際美術館を訪ねて～ 
2004年3月18日（木） 
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二
〇
〇
四
年
度
卒
業
生
父
母
の

会
主
催
の
講
演
会
が
、
六
月
二
十

六
日
（
土
）
午
後
二
時
か
ら
、
一
号

館
四
階
一
四
〇
一
教
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
追
手
門
学
院
中
学
校

卒
業
生
で
料
理
研
究
家
の
程
一
彦
氏

を
迎
え
て
、「
知
っ
て
得
す
る
食
べ

物
の
話
―
十
年
長
生
き
す
る
食
事

学
―
」
と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
会
員
を
は
じ
め
、
茨
木

市
民
の
皆
様
に
も
多
数
ご
参
加
い

た
だ
き
、
食
生
活
や
健
康
を
テ
ー

マ
に
し
た
興
味
深
い
お
話
し
を
、

皆
さ
ん
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
最
後
に
鷲
見
会
長
よ
り
程

先
生
に
花
束
を
贈
呈
し
、
講
演
会

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

「
卒
業
生
父
母
の
会
」
主
催
に
よ

る
講
演
会
が
六
月
二
十
六
日
（
土
）

に
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
中
学
校
の
卒
業
生

で
、
料
理
研
究
家
と
し
て
ご
活
躍
の

「
程
一
彦
」
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
日
の

生
活
上
の
身
近
な
事
か
ら
、「
ど
の

様
な
食
事
の
仕
方
を
し
た
ら
元
気
で

長
生
き
で
き
る
の
か
」
や
「
家
庭
で

の
食
事
の
大
事
さ
と
緑
黄
色
野
菜
と

水
の
重
要
性
」
を
「
程
さ
ん
の
養
生

訓
十
ヶ
条
」
と
し
て
、
詳
し
く
説
明

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
父
母
の
会

の
会
員
の
方
は
も
と
よ
り
、
茨
木
地

域
の
方
の
参
加
も
あ
り
、
熱
心
に
質

問
さ
れ
る
場
面
で
も
、
親
切
に
回
答

い
た
だ
き
、
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

す
る
反
響
で
し
た
。
料
理
下
手
な
私

は
、
是
非
次
の
機
会
に
は
、
お
料
理

の
ご
指
導
も
い
た
だ
き
、
時
間
が
あ

れ
ば
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
事
を
お
聞

き
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

現
在
、
六
十
六
才
の
先
生
の
パ

ワ
ー
（
気
）
と
い
つ
ま
で
も
新
し
い

事
へ
挑
戦
す
る
活
力
と
食
生
活
へ
の

知
識
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
度
卒
業
生
父
母
の

会
「
見
学
並
び
に
懇
親
会
」
を
来

る
二
〇
〇
五
年
一
月
十
九
日
（
水
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
大
阪
の
松
竹
座
で
公

演
さ
れ
る
「
初
春
大
歌
舞
伎
」
の
鑑
賞

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
お

申
し
込
み
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
九
月
初
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す

ご
案
内
状
を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

活
　
動
　
記
　
録

二
月
二
十
四
日

役
員
会

三
月
十
一
日

役
員
会

三
月
十
八
日

見
学
並
び
に
懇
親
会

四
月
三
十
日

役
員
会

五
月
十
八
日

指
名
委
員
会
･
会
計
監
査

六
月
二
十
二
日

役
員
会

六
月
二
十
六
日

講
演
会
･
総
会
･
懇
親
会

二
〇
〇
四
年
度
教
育
後
援
会
「
見

学
並
び
に
懇
親
会
」
が
来
る
十
月

二
十
七
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
秋
に
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
た
め
に
開
催
さ
れ
る
も

の
で
、
毎
回
多
く
の
卒
業
生
父
母
の

会
会
員
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
三
重
県
の
「
な
ば
な
の

里
」方
面
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
旅
程
、
お
申
し
込
み

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九
月

初
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す
ご
案
内
状

を
ご
参
考
く
だ
さ
い
。

会
報
各
ペ
ー
ジ
の
下
に
ア
ド
レ
ス

を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
父
母
の
会 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内 
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「
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学
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に
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開
催
の
ご
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内 

卒
業
生
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の
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「
見
学
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開
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の
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内 

教
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会 

 

会　　長 

副 会 長  

 

会　　計 

 

会計監査 

 

顧　　問 

 

幹　　事 

 

鷲 見 　文 子  

岡 崎 　裕 子  

吉 川 　陽 子  

土 師 　恵 子  

後 藤 　和 枝  

藤尾 ゆき恵 

北村 恵美子 

羽 田 　清 彦  

吉 田 　浩 幸  

垣 尾 　和 彦  

森  　  嘉 一  

越 智 　英 二  

西 川 　雅 美  

2003(34) 

2003(34) 

2003(34) 

2003(34) 

2003(34) 

2003(34) 

2004(35) 

1999(30)

職　　名 氏　　名 卒業年(期)

2004年度 
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